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スイッチ　オン！

大切な自分の心や身体を

しっかり守りましょう！

たいせつ じぶん こころ からだ

まも

① ひとりにならない

③ まわりを よくみる、よくきく

② ひとりになるとき
　　　　どんなとき？　

　子どもたちのコミュニケーション能力を育むためにも、地域のみなさまとのあいさつなど
はとても大切な練習の機会です。また、安全確保のためには、登下校時など、保護者やPTA、
地域のみなさまの見守りの中で、「ひとりにならない」環境づくりが欠かせません。子どもたち
と一緒にどうしたらひとりにならないかを考えてみましょう。

ポイント！

ポイント！

ポイント！

　子どもの行動範囲が広が
ると、どうしても「ひとりにな
る」瞬間が生まれます。それ
は、最も気をつけなければ
いけない時でもあります。場
所や時間にとらわれず、「ひ
とりになる」瞬間はどんなと
きでしょうか。

だるまさんがころんだ !!

　まわりに意識を向けることは、危険を寄
せ付けず、万が一のとき対処を早めるため
の「予防力」です。とくに、自宅周辺など慣れ
ている場所は、心や身体に隙（すき）が生ま
れやすくなるので注意が必要です。「だるま
さんがころんだ」など、簡単なフレーズで習
慣にするとよいでしょう。

もし、ひとりになったら、

まわりをよくみて、よく

きいて歩きましょう。

自分のまわりにどんな人

（車、バイク、自転車…）

がいるのか、しっかり確

認して歩きます。
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はなれる

おかし

たべない？

カード

あげるよ

こねこ

みにいこう！

できません！

ポイント！

ポイント！

　お願い
ごと、誘われ
たら、しっかり
断ります。「でき
ません！」の一言
で断る気持ちは伝
わります。

ポ
イ
ン
ト
！

　あいさつをするこ
とはとても大切なこ
とです。でも、相手が
どんな人でも、手が
届かない距離を
とりましょう。

　「にげる」は、自分で
決めてよいことです。
「コワい」「イヤだ」と感
じたら、助けてくれる人
がいるところまでダッ
シュで走り切ります。
 　日ごろの買い物や散
歩のなかで、助けてく
れる人がどこにいるの
か確認しましょう。

ポイント！

　危険からは「にげる」
が一番です。そのとき、
まわりに人がいるよう
であれば声と身体をつ
かって「たすけて」を伝
えましょう。声と身体を
使って伝えると効果的
です。また、不安なこと
などを周りの大人たち
に伝えられる環境づく
りも欠かせません。

助けてくれる人が

いるところまで

ダッシュ !!

た
す
け
て
！

たす

ひと

ビー!!!ビー!!!

④ さわられない、つかまれない⑤ できません！

⑥ にげる

⑦ たすけてをつたえる

　防犯ブザーは、逃げる、
助けを呼ぶ時に役立つ道
具です。
　すぐ手の届くところに
身につけ、時々電池の確
認もしましょう。

防犯ブザー
ぼうはん


